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2 ）調査 結果

（1）文献 その他 の資料調 査 結果

「第 3 章 3．1．3土壌及 び地盤 の状況 、3．1．4地形 及び地 質 の状況」 に記載 してい る。

（ 2）事業実施 区域 及びそ の周辺 にお け る調査結果

（D 地 形

ア）事 業実施 区域及 びそ の周辺 の地形

図 － 6，7．1（1）に 示す よ うに、事 業 実施 区域 は島 の 中央 東端 部 の カ ラ岳 陸上 に位 置

してい る。 この付近 の地 形 は標 高 10～ 6 0m の 丘 陵地 及 び段 丘 と標 高 6 m以 下の低地 か

らな り、 地 形 傾 斜 は 、 ほ とん どが 30 未 満 ま た は3～ 80 程 度 の 緩 斜 面 とな る。 北 端 部

に カ ラ岳（136m）や カ タ フ タ 山 （149 m）な ど、残 丘 状 の 低 い 山 地 が東 西 に の び て い る。

事 業実 施 区域 の大部分 は、 ゴル フ場や 農 地 に利 用 され てい る丘陵地 や台 地 であ り、

低 地 は東方 の海岸 沿 いや 南端 部 の轟川 沿 い に帯 状 に分布 して い る。 また 、進入 路 に

当た る轟川右岸南 方 には標 高 3 0～ 70 m程 度 の宮良台地 が広 が ってい る。

事 業実施 区域 の流域 に 関 しては 、地形 的 に国道 39 0号 が 丘陵 地や 台地 の尾 根部 を走

つ て い る た め 、 国 道 の 東 側 （ゴル フ場 ） 一 帯 と西 側 の 畑 地 を 主 体 と した 地 域 に 大 別 さ

れ る。
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